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外 科 的 肺 虚 脱 療 法 に於 け る手 術 量 の 問題
一 術後肺臓機能障樽の成因に関する一考察 -
香 川 輝 正







り､又実験に基礎をお く手術量判定基準の報告があったb しかしなが ら,それ らのうち臨床経験の立′
場からなされたものは或は肋骨切除4本とするもの､或は6本とするもの等諸家によって諸詮があり､結
局は術者の主観的判断に委ねられてゐる様な有様であり､所謂客観的判定基準とされてゐる1,2の肺臓










































欝 1表 充填術の前後に於げろ轡化 .
例 数 02- 飽 和 度 % Coョ- 含 有 量 Vo1.形
寧 均 操 準 偏 差 平 均 標 準 偏 差
術 前 16 92.7 士 4.3 45.0 ●士 3.2
病 後1一2日目 16 89.2 士 3.5 46.1 士 3.5
算 2表 成形術の前後に於げろ男撃他 (その1)
例 数 02- 飽 和 度 % COL,- 含 有 量 Vo1.形
牛 均 標 準 偏 差95.3 士 2.5 牛 均 標 準 偏 差術 前 14 45.7 土 3.0
術 後1一2日目 14 87.3 士 4.5 46.6 士 3.8
84
第 3表 成形術の前後に於げろ∃野他 (その2)※
症 例 病 重野 手 術 術 前肺活量C.C. 02- 飽和度% CO営- 含有量Vo1.形 .摘 要
(∋ R.H. 両 側 性 術 前. 1200 97.5 4g.8 第Ⅰ一Ⅴ肋骨切除
35才 8 (右) 術 後1一2日目 78.0 51.0 胸壁動揺著明
◎ A.T. 限 局 性 .術 前 2800 91.7 45.5 欝Ⅰ～Y
52才 8 (左) 術 後1一2日目 81.6 48.7
(むA.E. 限 局 性 術 前 '1800 97.5 46.8 欝Ⅰ一Y ､
25才 8 (右) 術 後1-2日日 82.2 V42.5
@ Y.T. 限 局 性 術 前 2400 90.8 44.0 節.Ⅰ～Ⅶ
37才 8 (左) 術 後1-2日目. .87.3 46.3 .筋膜外肺飽縮例.
@ Y. S. 片 側 性 術 前 2400 95.0 53.3 解Ⅰ～Ⅶ
30才 8 (右) 術 後1-2日日 86.9 46.5 肺余部固定例










夜を､充填術16例のうち4例 ま で は術前の肺活量が従来常識的に手術遠藤の安全限界とされてゐ
る1500C.C.に達しないが,いずれ も手術を1次的に行って,しかもとくに著しい術後の肺膝磯前障樽を
認めてゐない｡しかるに､成形術例では1例を除いてはいずれ も術前に比較的大きい肺活量を有し.術






















はガス代謝の無効容積をな くすることとな り､ 従って呼吸機首削まかえって改善されてよいという理論












































2)香州 :肺臓輝髄に及ぼT夕棒卜的肺虚脱療 法の影響に威て､ 未刊
(:卒論文の要旨は歩2恒は 苓胸部夕博し学食､夢4回医務局所野発表食i,{於て発表 した｡)
外科的肺虚脱療法の前後に於ける肝臓機能
桃 井 一 郎
I
緯核祈究近刊号原著発表漁定､ 第2回日本胸部外科学骨 (昭和24年10月)演説抄録
外科的肺虚脱療法､特に胸囲成形術と肋院外充填術との前後に於ける肝臓機能に就て述べる｡ 用い
た検査方法は､1)血清ウェル トマン反磨､2)血清塩化カドミウム反藤､3)血清塩化コバル ト反厳､
4)血清高田反麿､5)=巣糖負荷試験､ 6)サントニン尿港､7)尿ウロビljン体､8)赤沈､9)-′て7.
サルファレイン法であるが､ 基洞を有する肺結核患者では､大多数において軽度の肝機能障樽を認め
る｡また病巣の範囲が濃 く,腸結核を合併しているもの､また全身所見､と繰像により手術不能と思わ
れるものにおいてば肝機能障樽も高度であることがわかる. 手術後の検査成績をみると､廟後3-7日
までは肝機能障樽が一時増強される｡その後漸次快復されて､2週間目ぐらいより術前値に戻 り始め､
3過-1月で正常値に戻 り始める｡ 成形術と充填術を比較すると､充填術の方が≡若干快復が早いように
思われるOまたへパ トサルファレイン法によると､ 成形術の場合､第二次の補足成形術においては､
術後の肝壊軍陣碍は極めて僅かであるo このことから外科的虚脱痴漢後の肝機能障碍は､手術的侵襲
肺の急激なる虚挽､心臓磯髄の低下､肺欝血等により一時埼顕され､2逓以後になると､体内の修復性
横棒､茎洞の閉鎖､ 時病巣部の虚脱萎縮により諸検査の成績は漸欠改善されていくものと思われる｡I
術前の肝機能検査による手術適廠症の決定に就ては目下な急所究中である｡
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